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研究開発の成果

平成28年度採択 高品質蓄光顔料の高効率大量合成プロセスの研究開発
関西触媒化学株式会社（大阪府) 主たる技術：材料製造プロセス技術

本研究開発では、従来の製法では不可能な均一粒子を高収率で製造できる手法を開発した。
収率が向上したことにより安価に高品質蓄光顔料を提供できるようになった。

■収率の向上
・従来法では組成が不均一であるため高品質の部
分と低品質な部分が存在し、高品質顔料の収率
は低かった。本研究では、共沈技術により各元素
の混合性を向上させることで不均一性をなくし、作
製した顔料すべてが高品質顔料として使用できる。

■均一な球状粒子顔料の開発
・粒径60μmの均一な球形の蓄光顔料を開発。
・粒子形状が球形なため、従来の製品で問題で
あった、混錬機器への摩耗性を軽減させることが出
来るようになった。
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従来の高品質蓄光顔料と同水準の蓄光顔料を
安価に提供可能


